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蒲生秀也先生を偲んで

佐 藤 平 八
(防衛大学校名誉教授)

2006年 9 月 17日にカリフォルニア大学アーバイン校

（UCI）名誉教授 蒲生秀也先生がカリフォルニアの地で亡

くなられたとの報せを受けたとき，在りし日の先生との懐

かしい想い出がこみ上げてきました．蒲生先生との出会い

は，1972年 9 月から 3年間，大学院でご指導いただいた

ことがきっかけです．当時発明されて間もないレーザー

（光・量子エレクトロニクス）分野の研究を模索していた

私にとって，先生との出会いは干天の慈雨にも似たもので

した．本来物理がご専門の先生は実に幅広い知識をおもち

で，物理現象に対する深い洞察や執拗なまでの探究心はす

べて新鮮かつ刺激的で，工学（電子・通信工学）系の私に

とって目が覚める思いでした．正に学者の中の学者に出会

えた喜びでいっぱいでした．それに加えて素晴らしい

UCIのキャンパス環境の中で学問ができる喜びが重なり，

先生との研究活動やセミナーはスケジュールの厳しさを感

じさせないむしろ楽しい毎日でした．UCIにおける先生

との学究生活は，何ものにも替えがたい人生の宝物です．

「人には優しく学問には厳しく」が指導方針の根底にあっ

たように感じています．学問や研究に取り組む姿勢は，こ

の滞米期間に先生から培われたものです．

蒲生先生は国内はもちろんのこと対外的にも著名な学者

や研究者との親交が厚く，中でもEmil Wolf先生（「光学

の原理」の共著者，ロチェスター大学教授）やFrederick
 

Reines先生（ニュートリノに関する研究で1995年ノーベ

ル物理学賞受賞，UCI名誉教授（故人））との学会でのコ

ーヒー・ブレークや，夕宴での歓談が懐かしく思い出され

ます．

帰国後も国際会議の帰途たびたびUCIキャンパスに立

ち寄り特別セミナーの機会を設けていただき，研究内容に

ついてのコメントやアドバイスはきわめて示唆に富んでい

て終生忘れることができません．数年前まではほぼ毎年の

ように来日され，時には当地まで来られ食通の先生との夕

食をはさんでの団欒は私にとって至福のひとときでした．

2年前の横浜中華街での会食が最後になろうとは 天命

とはいえ，あれほどお元気で活動的であった先生が逝か

れ，心にポッカリ穴があいた思いです．無念です．寂しい

です．どうぞ安らかにお眠りください．
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